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概  要 

 

環境負荷の低いバイオマス素材であるセルロースナノファイバー（CNF）

を用いることで、香り成分を緩やかに放散(徐放)する技術を開発しました。こ

れは、CNF による三次元ネットワーク構造の形成効果に加え、油性成分であ

る香り成分と水の界面に CNF が吸着し、乳化を安定化させるピッカリングエ

マルションの形成効果を活用したものです。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本技術は、香り成分を緩やかに持続的に放散できる点が特徴です。これは、

従来のマイクロカプセル化やシクロデキストリンによる包接技術のように、外

部刺激によって香り成分を急激に放散させる方式とは異なります。さらに、

CNF の濃度を調整することで、放散速度を制御できます。 

本技術の 

有用性 

香りの持続性が重視される製品への応用が期待されます。香り成分の放散を

抑えることで、製品の品質維持や付加価値向上に寄与することが可能です。さ

らに、水と香り成分、CNF を混合するだけで容易に香り徐放性を付与できる

ため、製品化の際、工程が少ないという利点があります。 
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写真.CNFによって形成されたピッカリング
エマルションの共焦点レーザー顕微鏡写真
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図. CNF添加によるD-Limonene
(香り成分)放散量の経時変化
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